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沖縄県職員農業土木職として
携わる業務について

沖縄県

令和６年12月 沖縄県農林水産部 村づくり計画課
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農業土木職は、農林水産部に所属する専門職

一般行政職

技術職

沖縄県庁

他部局
・電気職
・心理職
・土木職
   etc

農林水産部
・農業職
・水産職
・畜産職
・農業土木職
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農業土木職は
農林水産業の
インフラ整備
に携わります

農村や漁村に住む人々がよ
り良い環境で働けるように、
農業や水産業の場である畑や
漁港を整備し、より良い環境
で住めるように集落の整備を
行うことが主な業務です。
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ほ場の整備（農地や農道、散水施設の整備）
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ＡｆｔｅｒＢｅｆｏｒe

○小規模の畑や不整形な畑を、ほ場の整形化をしたり、集積(集めたり)、
農業用水路や農道の整備を行い、機械化を推進することで営農労力の軽減
を目指しています。また、赤土流出防止も行っています。

○農家が営農しやすいように、畑のそばまで農業用用水路を配管します。
散水施設を整備することで営農労力の軽減を目指しています。

浸透池
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漁港や漁場の整備、海業の推進

○漁港の整備として、漁港の新設や維持管理を行っており、漁業者の方々の
働きやすい環境を整備しております。

○海や漁村に関する地域資源の価値や魅力を活用して、漁村の人々の所得向上
と雇用機会の確保を目的とした海業も推進しています。
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○ツーリズム関係、農村地域計画、広報等、観光との連携、6次産業化等も

推進しています。

農家民宿での農業体験 農家民宿で有名な伊江島

農村振興事業

防災・減災事業

○地すべり災害の防災・減災のための防止施設の整備や、漏水により散水

できない状況を防ぐために、管路の補修等の維持管理を行っています。

地すべり防止施設 農業水利施設の漏水状況
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予算全体の管理

農業農村長期計画の策定

法律の許認可事務

土地改良施設管理

災害復旧事業への対応

土地改良区への運営指導

海岸の管理
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要望 事業計画 国の審査 工事 維持管理

農業農村整備事業の流れ

・要望

地元農家等からの事業化の申

請を受けて、事業計画に移る

ために詳しい要望聞き取りや、

事業制度の説明を行う。



要望 事業計画 国の審査 工事 維持管理
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農業農村整備事業の流れ

・事業計画

要望を受けた内容を元に活用

できる事業検討し、事業化の

ための設計書を作成する。

設計書の作成は税金を活用し、

専門業者へ発注する。



要望 事業計画 国の審査 工事 維持管理
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農業農村整備事業の流れ

事業計画の際に県職員が実際に行う業務

事業の計画書作成を外部企業へ委託し、工事を行うための設計書などを作成
する。
設計の際には地元農家へ設計内容を説明し、修正の要望があれば可能な限り
反映する。

【計画書の中身】
・工事に必要な経費の計算
・経費に対して得られる効果の計算
・設計図面

etc…



要望 事業計画 国の審査 工事 維持管理
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農業農村整備事業の流れ

・工事
事業計画を国が審査し、承認
されたら、工事を行っていき
ます。この工事にかかる費用
も税金を使っています。

この時県職員が実際に重機を
用いて工事を行うのではなく、
現場監督として工事の進捗確
認や工事が適切に行われてい
るのかの確認作業を行う。



要望 事業計画 国の審査 工事 維持管理
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農業農村整備事業の流れ

工事に関して県職員が主に行う業務は、

①工事が適切に進行しているのかの進捗確認

②発注通りに工事が実施されているかの確認

強度●●で
道路厚さを○mm
と▲ｍｍで作って下さい！

○mm

▲mm

イメージ

発注

完了【確認】

県職員 工事業者



要望 事業計画 国の審査 工事 維持管理
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農業農村整備事業の流れ

・維持管理

公共事業で造成した施設を適

切に維持管理する。

各市町村などの自治体や管理

団体に委任することもある。
石垣島：名蔵ダム
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公務員の主な業務は“書類作成”です！
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社会課題に対応するため、全国に影響す
る統一した仕組みづくりを行う

国と市町村の橋渡し役を担う。
市町村を超えて「広域的な地域課題の解
決」を図るための事業を展開する。

各地域に根差して地域課題に対応する
きめ細やかな事業を実施する

国・県・市町村の違い

国

県市町村

連携



３

沖縄県内の農業農村整備事業での国・県・市町村の違い

田・畑

(支線施設)

支線用水路

支線用水路

幹線用水路

(基幹的施設)

幹線用水路

支線排水路

田・畑

末端排水路

末端用水路

末端用水路

ダム

(末端施設)

支線用水路

末端排水路

末端用水路

国整備
県・市町村整備

国・県・市町村の違いは事業の規模です。
灌漑施設を例に挙げると、国は大規模な水源整備を行い、県はその後の大きな面積
単位での末端散水施設の整備（50ha以上）、市町村はさらに細やかな末端散水施設
の整備（50ha以下）
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農業土木職の魅力

○食料の安定供給を目指す一次産業である農林水産業の生産
基盤整備に携わることで、沖縄県の農業・漁業の発展に貢献
できる

○公共事業の工事を行うことで、自分の仕事の成果が目に
見えてわかるため、達成感が得られる！

→実際に自分が担当した工事が完成した際の達成感に加え、
農家や漁業者さんの工事後の反応が直接感じられるため、
仕事のモチベーションに繋がる！

○沖縄県全域を対象に事業を行っているため、県内各地域を
訪れることで地域特色を知ることができ、自身の見聞を
広める経験になる
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休暇

■ 初任給（基本給） 220,000円（R6→R7 +23,8000円↑UP）

■ 期末・勤勉手当 4.6月分/年（ R6→R7 +0.1月分↑UP）

■ その他諸手当

通勤手当、住居手当、扶養手当、時間外勤務手当、
特殊勤務手当など

給与の概要

年次休暇（年20日）、夏期休暇（年５日）、
病気休暇産前産後休暇、
育児休暇など※年間休暇日数：125日

宮古・石垣
地域で勤務
する場合

■ 諸手当
特地勤務手当

離島に勤務する職員に対し支払われる手当
（給与月額×12％）

準特地手当
離島に引越して勤務する職員に対し支払われる手当
（給与月額×6％）

単身赴任手当
沖縄本島から引越して勤務する職員が、やむを得な
い事情により配偶者と別居し、単身で生活する場合
に支払われる手当（54,000円）

■ 職員住宅の提供

■ 赴任旅費（引っ越し代）
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■週38時間45分（平日８：30～17：15）、週休２日制

■時差出勤制度の活用
勤務時間を５つのパターン（右表）から
選択できます。
職員全体の約３割が活用しています！

■在宅勤務（月５回まで利用可）

農業土木職は６場所（８課）となっています。

・北部農林水産振興センター（名護市）
農業水産整備課

・中部農林土木事務所（沖縄市）
・南部農林土木事務所（那覇市）
・宮古農林水産振興センター（宮古島市）
農林水産整備課

・八重山農林水産センター（石垣市）
農林水産整備課

・本庁
村づくり計画課
農林水産整備課
漁港漁場課

八重山農林水産振興
センター

国頭村

大宜味村

東村

名護市

今帰仁村

本部町

伊江村

宜野座村恩納村

金武町

うるま市
沖縄市

読谷村

嘉手納町

北谷町

北中城村

中城村
宜野湾市

浦添市

那覇市

西原町

与那原町

南城市

八重瀬町

豊見城市

糸満市
南風原町

座間味村
渡嘉敷村

久米島町

粟国村

渡名喜村

伊平屋村

伊是名村

北大東村

南大東村

南部農林土木事務所

中部農林土木事務所

北部農林水産振興センター

沖縄県庁

多良間村

宮古島市
宮古農林水産振興

センター
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勤務時間

配属

B勤務 7：30～16：15

C勤務 8：00～16：45

A勤務（通常） 8：30～17：15

D勤務 9：00～17：45

E勤務 9：30～18：15
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集合研修や専門研修、職場内での研修（OJT）など様々な機会を提供し、
受講機会を確保することで、職務遂行に必要な知識・技能の向上を図りま
す。

■階層別研修（新規採用職員向け、主任級研修など）
■研修所での選択研修

★フレッシュマントレーナー制度
新採用職員の不安の解消や円滑な業務につなげるため、相談役となる先
輩職員を「トレーナー」として配置
研修だけでは学べない様々な業務ノウハウや習慣（書類の作成方法等）
について相談することができます。

農業土木職は個別で１，２年目に専門内容を学べる研修もあります
また、国主催の研修に参加する機会もあり国家公務員や他県職員と交
流する機会もあります。

人材育成の
推進

①スキル向上研修（分かりやすく資料づくり講座など）
②県民サービス向上研修（クレーム対応など）
③実務研修（法制執務など）
④政策形成研修（ラテラルシンキングなど）
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8：30 出勤・メール確認

9：00 委託業者と打ち合わせ

10：00 会議参加

12：00 昼休憩

13：00 外勤（農家調整）

15：00 資料作成

17：15 退勤

8：00 起床

１日のスケジュール沖縄県職員（農業土木職）の職員構成

27%

73%
55%

45%

職員年齢構成

35歳以下 36歳以上

80%

20%

農業土木職（性別）

男性 女性

外円：農業土木職
内円：県職員全体



沖縄県は、東西約1,000km南北約400kmに及ぶ広大な海域に点在

する160の島々から成り立っており、国内唯一の亜熱帯性気候と自

然環境にも恵まれています。

アジアの玄関口に位置する沖縄で、県民が描いた将来像の実現

のための仕事に興味を持っていただければ幸いです。

お問い合わせ：沖縄県農林水産部村づくり計画課

担当：崎山・仲原

電話：098-866-2263

メール：nakahams@pref.okinawa.lg.jp
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参加者へのメッセージ
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